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「
新
次
神
社
は
ど
こ
に
？
」 

　
「
風
土
記
」
は
お
も
し
ろ
い
　
。

土
地
の
神
話
や
伝
説
、
さ
ら
に
は

当
時
を
生
き
た
「
古
老
」
の
〈
生

の
証
言
〉
な
ど
、
草
の
根
の
情
報

が
、
役
人
の
編
集
の
隙
間
か
ら
古

代
の
地
域
社
会
の
姿
を
生
き
生
き

と
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
な
か
で
も
、

今
に
伝
わ
る
『
播
磨
国
風
土
記
』

に
は
、
国
家
の
編
集
が
そ
れ
ほ
ど 

及
ん
で
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
ほ

ぼ
一
国
全
域
の
記
事
が
残
る
の
は

（
断
片
的
な
記
事
の
残
存
で
さ
え

貴
重
な
の
で
す
が
）
奇
跡
的
で
、

福
崎
町
の
古
代
の
姿
も
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。 

　
福
崎
町
『
播
磨
国
風
土
記
』
調

査
関
連
事
業
と
し
て
、「
風
土
記
」

の
中
か
ら
、
町
に
か
か
わ
る
部
分

の
解
説
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。「
風

土
記
」
の
語
り
に
な
ぞ
ら
え
て
、

あ
る
神
社
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。 

　
神
前
郡
多
駝
里
は
、
現
在
の
姫

路
市
山
田
町
多
田
に
名
を
残
し
、

福
崎
町
の
南
部
を
含
み
ま
す
。
多

駝
里
に
は
、
「
邑
曰
野
」
と
い
う

野
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ス
キ
タ

カ
ヒ
コ
ネ
と
い
う
神
が
、
オ
ホ
ワ

チ
と
い
う
「
茅
（
チ
ガ
ヤ
）
」
を

刈
り
取
っ
て
神
社
の
周
り
に
垣
を

め
ぐ
ら
せ
た
の
が
、
こ
の
野
の
名

の
由
来
と
な
っ
た
　
「
風
土
記
」

は
、
そ
う
い
い
ま
す
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そ
の
神
社
は
、
１０
世
紀
は
じ
め

の
書
物
に
も
み
え
る
新
次
神
社
で
、

今
は
姫
路
市
豊
富
町
御
蔭
に
あ
り

ま
す
。
が
、
じ
つ
は
、
豊
富
の
新

次
神
社
は
江
戸
時
代
に
は
「
葛
城

権
現
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
そ
も
そ
も
の
新
次
神
社

は
、
す
で
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
葛
城
権
現

社
が
古
来
以
来
の
新
次
神
社
と
み

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明

治
に
入
っ
た
頃
。
姫
路
藩
が
定
め

た
の
で
し
た
。
土
地
の
古
老
た
ち

が
、
こ
の
神
社
を
新
次
神
社
と
し

て
言
い
伝
え
て
い
た
よ
う
で
、
祭

神
の
「
葛
城
大
神
」
が
、
古
代
の

新
次
神
社
の
祭
神
ア
ジ
ス
キ
タ
カ

ヒ
コ
ネ
の
別
名
な
の
も
、
根
拠
と

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
し
か
に

成
り
立
つ
話
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
神
社
が
多
駝
里
で
は
な
く
蔭
山

里
に
立
つ
こ
と
が
、
や
は
り
気
に

な
り
ま
す
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調
べ
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
旧

山
田
村
（
現
山
田
町
）
に
あ
っ
た

神
を
分
け
移
し
て
今
の
新
次
神
社

に
な
っ
た
、
と
い
う
古
老
の
話
が

伝
わ
っ
て
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ま
し
た
。
そ
こ
で
、

山
田
町
に
近
い
姫
路
市
船
津
町
の

瑞
岡
神
社
が
、
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ジ
ス
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タ
カ
ヒ

コ
ネ
を
祀
っ
て
い
る
の
が
目
を
引
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ま
す
。
瑞
岡
神
社
が
で
き
た
の

は
、
江
戸
末
期
。
と
な
り
の
山
田

村
西
多
田
に
あ
っ
た
、
小
さ
な
祠

を
移
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
い
ま

す
。
現
在
、
旧
神
前
郡
の
内
で
ア

ジ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ
（
「
葛
城
大

神
」
）
を
祀
る
の
は
、
瑞
岡
神
社

と
新
次
神
社
の
他
に
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
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辻
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。
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、
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社
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。
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祠
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、
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と
こ
ろ
で
、
福
崎
町
南
田
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か

ら
姫
路
市
豊
富
町
に
か
け
て
南
北

に
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び
る
、
西
光
寺
野
と
い
う
台

地
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
川

と
平
田
川
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た

広
大
な
河
岸
段
丘
で
、
そ
の
段
層

は
、
７
段
か
ら
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も
な
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す
。
現
在
の
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田
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も
、
西
光

寺
野
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に
あ
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。
と
す
れ

ば
、
新
次
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あ
っ
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記
」
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野
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。 
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資料整理日 6月6日（木） 休館 

　図書館利用カードを申し込まれた際にご記入い
ただいた住所・連絡先に変更がある方は、変更の
手続きをお願いします。 
※手続きの際には、利用カードと証明をお持ちく
ださい。 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書12冊　　児童書3冊 
「きみはいい子」　　　　中脇　初枝 
「何者」　　　　　　　　朝井リョウ 

３ 

保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
日時：５月１４日（火）～１９日（日）１０：００～１６：００ 
場所：図書館　メディアルーム 
　　＊図書館利用カードをお持ちください。 
　　＊一人１０冊まで 

　福崎町では、民俗学者・柳田國男先生と歌人・
井上通泰先生、ならびにそのご兄弟の業績を偲び、
毎年両先生の命日のある８月に山桃忌が催されて
います。短歌祭は両先生にちなんだ奉賛短歌祭です。
多くの方々からの作品をお待ちしています。 
日　時　８月３日（土）１０：００～ 
場　所　文化センター 
主　催　福崎町文化協会　福崎短歌会 
作　品　未発表のもの　２首以内 
応募要領　原稿用紙に楷書で記入のうえ、１首に

つき５００円（現金もしくは小為替）を添えて、
文化センター内・福崎町文化協会事務局へ。 

締　切　６月３０日（日）（当日消印有効） 
（選者）　楠田立身先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 
（朗詠）　埴岡國利先生（吟道摂楠流師範） 

　福崎町文化協会は、福崎町の歴史や伝承を大切
にし、その上に立った新しい文化の創造に努め、
町の発展に尽くすことを目的としています。この
たび、会員を募集し、より一層の活性化を図ります。 
年会費　　１,０００円 
参加資格　協会の趣旨に賛同の方 

文化協会からのお知らせ 

問い合わせ先　文化協会事務局　文化センター　　２２－３７５５ 

●文化センター行事予定（5/20～6/19） 

神崎学園 
日時：５月２３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月６日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：６月６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　６月１３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

日時：５月２３日（木）　１３：２０～１５：００ 

場所：文化センター 

演題：軍師「官兵衛」！ 

講師：歴史研究家　黒田美江子さん 

＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（５月１８日～６月５日） 

おはなし会 

5月18日（土） 
11：00～ 

子ども映画会 

5月25日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
　ルウリィのホカホカ料理　他」 

えほんのじかん 
6月5日（水） 
11：00～ 

おたのしみ会 
6月1日（土） 
14：00～ 

　文化協会主催で講演会を開催します。
一般の方も参加していただけますので、
ぜひお越しください。 
日　時　６月２日（日）１４：００～１５：３０ 
場　所　文化センター　小ホール 

演　題　「～道は迷わじ～　黒田官兵衛」 
講　師　作家　柳谷郁子さん 
　　　　　文芸同人誌「播火」編集長 
　　　　　著書：『絵本「官兵衛さんの大きな夢」』 
　　　　　　　　小説『月柱』　他多数 



４ 

開催日　７月４日（木） 

　　　　１０：００～１２：００ 

会　場　生活科学センター 

講　師　安積由美子さん 

参加費　材料費のみ（実費） 

　　　　※花かご１個につき 

　　　　　２，５００円（予定） 

　　　　※縦・横各１０cm程度の作品になります。 

申込受付期間　５月２１日（火）～６月７日（金） 

定　員　２０人 

★申込は生活科学センター（　２２－４９７７）へ 

くらしのゼミナール 
参加者募集 

「プリザーブドフラワーをつかって　 
　　かわいい花かごを作りましょう」 

　福崎町山の会の登山道整備ボランティア活動により、日
光寺山から井ノ口区の恵美須神社までの登山道に案内標識
が設置されました。 
　今回の整備では、日光寺山山頂や登山道の分岐地点など
６か所に標識が設置され、あわせて登山道の倒木の除去な
どが行われました。 
　春の空気を感じながら、適度なアップダウンが楽しめる
縦走路を歩いて、さわやかな汗をかいてみませんか。 

（福崎町観光協会） 

日光寺山登山道の案内標識を設置 

「ツノナス」イメージキャラクターの愛称を募集します！ 「ツノナス」イメージキャラクターの愛称を募集します！ 
　福崎切り花部会では、福崎特産「ツノナス」
にもっと多くの方に親しんでいただくため、マ
スコットキャラクターを誕生させました。親し
みやすい愛称を募集しますので、ふるってご応
募ください。 

 
応募資格　どなたでも 
応募締切　６月１７日（月） 
発　　表　１０月上旬予定 
　　　　　（ツノナスの販売開始日） 
問い合わせ先　農林振興課（内線３１２） 
 

応募方法 
　郵便はがき、ＦＡＸ、メールにより次の事項を
明記して応募してください。 
〈記載する事項〉 
・愛称・簡単な作品の説明（５０字程度）・住所 
・氏名（フリガナ）・年齢・性別・電話番号 
・職業（学校名） 

 　※採用者の氏名・市町村名は公表します。 
　　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　　　福崎町役場 農林振興課内 
　　　　「イメージキャラクター名前募集」係 
　　　　　Fax  ２２－２９１９ 
　　　　　Mail nourin@town.fukusaki.hyogo.jp

★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【５月の休館日】２日・７日～１１日・１６日・２３日・３０日 
　【６月の休館日】６日・１３日・２０日・２７日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

６月23日（日） 6月の催し 

『ロザンのお笑い課外授業』 

チケット好評発売中！ 

■出演／ロザン 
　　　　（菅　広文・宇治原史規） 
■開演／１４：００（開場／１３：３０） 
■入場料／１,５００円【全席指定】 
☆高学歴の芸人として、テレビのク
イズ番組や教養バラエティ番組など

で活躍中の漫才コンビ「ロザン」が、学生時代の経験をも
とに、勉強の仕方から進路の考え方、はたまたおもしろ雑
学まで楽しい授業を繰り広げます！質疑応答の時間もある
ので直接悩みを相談できるかも!?


